
議案第   号 

公の施設（宝塚市立温泉利用施設）の指定管理者の指定について 

 次のとおり公の施設の指定管理者を指定しようとするので、地方自治法第２４４条の２

第６項の規定により、議会の議決を求める。 

  令和６年（２０２４年）２月  日提出 

                          宝塚市長 山 﨑 晴 恵 

 

１ 公 の 施 設 の 名 称  宝塚市立温泉利用施設 

２ 指定管理者となる団体  神戸市中央区加納町３丁目１０番１２号 

株式会社ｌｉｎｋｗｏｒｋｓ 

代表取締役 廣 瀬 琢 也 

３ 指 定 の 期 間  令和６年（２０２４年）７月１日から 

令和８年（２０２６年）６月３０日まで 



 

議案第  号及び第  号 

公の施設の指定管理者の指定について 

   地方自治法(抜粋) 

(公の施設の設置、管理及び廃止) 

第244条の2第1項～第5項 （略） 

6 普通地方公共団体は、指定管理者の指定をしようとするときは、あらかじめ、当該普通地方

公共団体の議会の議決を経なければならない。 

7～11 （略） 
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宝塚市立温泉利用施設指定管理者の候補者選定について 
 

１ 指定管理者候補者 
団体名 株式会社ｌｉｎｋｗｏｒｋｓ 

代表者 代表取締役 廣瀬 琢也 

所在地 神戸市中央区加納町三丁目 10番 12号 

 

２ 指定期間 

令和 6年(2024年)7月 1日から令和 8年(2026年)6月 30日まで 

 

３ 候補者選定までの経過 

令和 3年度(2021年度)に「市立温泉利用施設の今後の方向性について」（以下、「あり方

方針」という。）を策定し、指定管理者制度による現行施設の運営を令和 4年(2022年)7月

から 2年間延長して取り組んできたが、コロナ禍や物価高騰による社会経済情勢が大きく

変化したため、引き続き、あり方方針に掲げる第 1優先取組の実現に向けて指定管理期間

をさらに最長 2年間延長することとした。 

また、新たな事業者の参入は、設備や人材等の投下資本を回収することが困難であり、

公正な競争を担保できないと見込まれることから、「指定管理料なし」及び「機械式駐車場

等施設及び設備の大規模改修なし」を条件とし、「非公募」での選定を行った。 

 

(1) 第１回選定委員会 令和 5年(2023年)12月 25日(月) 

（募集要項・業務の概要・選定基準・申請者の指名等の決定） 

(2) 指定管理者指定申請期間 

令和 5年(2023年)12月 26日(火) ～令和 6年(2024年)1月 5日(金) 

(3) 指定管理者指定申請書受理 

令和 6年(2024年)1月 5日(金) 

(4) 第２回選定委員会 令和 6年(2024年)1月 9日(火) 

（書類審査及びプレゼンテーション審査の実施、候補者選定） 

 

４ 選定委員会における審査 

(1) 選定委員会委員 

委員長  吉兼 秀夫 （京都外国語大学 特任教授） 

委員   和田 聡子 （大阪学院大学 教授） 

委員   越智 彰  （税理士） 

委員   菊地 知子 （宝塚文化財ガイドソサエティ 会長） 

委員   青山 麗  （市民公募） 

 

(2) 評価方法 

ア 選定を行うため、評価項目と配点を設定し、5段階評価の評価基準を設定した。 

イ 委員 5名の評価点を合計して 600点満点とし、360点(60%)を必要最低点と定めた。 

ウ 申請者の提案内容を確認するため、プレゼンテーション及びヒアリングを実施し、評

価項目ごとに評価した。 

エ 必要最低点を上回ったため、指定管理者の候補者としてふさわしいかどうかを意見交

換の上、候補者を選定した。 



 

 

(3) 選定委員会における評価結果 

評価点（600点満点中） 461点（76.8％） 

 

(4) 選定理由 

ア 当該団体は、平成 27年(2015年)から現在に至るまでの約 9年間に渡り指定管理者と

して当該施設を運営しており、次期指定管理期間においても安定的、継続的な運営が見

込める。また、新たな取り組みも計画に含まれており、意欲が十分に認められる。 

イ 昨今の状況から、災害発生時の対応や危機管理への対応については詳細な内容が提案

されており、対応における人材補強を進めていることは評価できる。 

ウ 採点結果が 600 点満点中 461 点( 76.8% )であり、必要最低点である 360点(60%)を

上回っている。 

 

５ 今後の予定 

市議会にて指定の議決を受けた後、以下のスケジュールで業務の開始に向けて準備を進め

る。 

令和 6年(2024年) 3月上旬 指定管理者を指定する告示 

指定管理者指定の通知 

令和 6年(2024年) 7月 1日 基本協定・年度協定締結 

新たな指定期間における管理運営の開始 
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令和 6年(2024年)１月 11日 

宝塚市長 山﨑 晴恵 様 

 

宝塚市立温泉利用施設指定管理者選定委員会 

  委員長 吉兼 秀夫 

 

宝塚市立温泉利用施設指定管理者候補者の選定結果について（答申） 

 

令和 5年(2023年)12月 25日付宝塚市諮問第 40号で諮問のありましたみだしの件について、

指定管理者の候補者を選定しましたので下記のとおり答申します。 

 

記 

１ 選定目的 

令和 6年(2024年)7月 1日から令和 8年(2026年)6月 30日までの期間における宝塚市立

温泉利用施設の指定管理者について、申請者である法人等を総合的に評価し、適切な候補者

を選定する。 

 

２ 選定結果 

(1) 団 体 名 株式会社ｌｉｎｋｗｏｒｋｓ 

(2) 代 表 者 代表取締役 廣瀬 琢也 

(3) 所 在 地 神戸市中央区加納町三丁目 10番 12号 

(4) 選定理由 

ア 当該団体は、平成 27年(2015年)から現在に至るまでの約 9年間に渡り指定管理者と

して当該施設を運営しており、次期指定管理期間においても安定的、継続的な運営が見

込める。また、新たな取り組みも計画に含まれており、意欲が十分に認められる。 

イ 昨今の状況から、災害発生時の対応や危機管理への対応については詳細な内容が提案

されており、対応における人材補強を進めていることは評価できる。 

ウ 採点結果が 600 点満点中 461 点( 76.8% )であり、必要最低点である 360点(60%)を

上回っている。 

以上のことから、当該団体を指定管理者の候補者として選定することが適当である。 

採点結果は別紙のとおり。 

 

３ 選定に関する意見 

平成 27年(2015年)から現在に至るまでの約 9年間に渡る指定管理者としての豊富な経験

と実績は、次期指定管理期間の運営を任せるうえでも信頼に値する。また、当該団体はフィ

ットネス分野を中心に事業展開しており、他自治体での指定管理者経験も豊富であることか

ら、当該施設の指定管理者として申し分ないと判断できる。 

現在までの施設サービスをさらに向上させ、利用者の意見も取り入れながら利用者の満足

度の向上と利用者数の回復を期待することに加え、災害発生時の対応や危機管理体制につい

ては、利用者も参加できるような取り組みを進めていくことを望みます。 

財政面では、コロナ禍の影響が残っていることがうかがえるが、団体のグループ全体で補

い合うなど、今後も継続して安定した運営管理に努めてください。 

 



 

４ 選定経緯 

(1) 第１回選定委員会開催 

令和 5年(2023年)12月 25日(月) 

（募集要項・業務の概要・選定基準・応募者の指名等の決定） 

(2) 指定管理者指定申請書提出依頼 

令和 5年(2023年)12月 26日(火) 

(3) 指定管理者指定申請書受理 

令和 6年(2024年)1月 5日(金) 

(4) 第２回選定委員会 

令和 6年(2024年)1月 9日(火) 

（書類審査及びプレゼンテーション審査の実施、候補者決定） 

 

５ 選定委員会における選定方法 

(1) 選定を行うため、評価項目と配点を設定し、5段階評価の評価基準を設定した。 

(2) 委員 5名の評価点を合計して 600点満点とし、360点(60%)を必要最低点と定めた。 

(3) 申請者の提案内容を確認するため、プレゼンテーション及びヒアリングを実施し、評価

項目ごとに評価した。 

(4) 必要最低点を上回ったため、指定管理者の候補者としてふさわしいかどうかを意見交換

の上、候補者を選定した。 

 

６ 選定委員会委員 

(1) 委員長  吉兼 秀夫（京都外国語大学 教授） 

(2) 委 員  和田 聡子（大阪学院大学 教授） 

(3) 委 員  越智 彰 （税理士） 

(4) 委 員  菊地 知子（宝塚文化財ガイドソサエティ 会長） 

(5) 委 員  青山 麗 （市民委員） 



宝塚市立温泉利用施設 指定管理者選定委員会採点集計表

評価項目
配点
(120

)
A委員 B委員 C委員 D委員 E委員

１．公平性 利用対象者の平等な利用が確保されていること

　【配点 ２０ 点】 設置目的が達成されるものであること 10 8 10 8 6 8

利用対象者の平等な利用を確保できるものであること 10 8 8 8 8 8

２．効果性 施設の効用を最大限発揮でき、サービスの向上が図られること

　【配点 ２０ 点】 サービス向上を実現する具体的な提案（計画）である 10 8 10 10 6 8
利用者からの要望（苦情）の把握とその解決策（実現方策）を
持っている

10 8 8 10 6 8

３．効率性 管理運営経費の縮減等

　【配点 ２０ 点】 経費縮減のための具体的な方策があるか 10 6 6 6 4 6

適正な収支計画がなされているか 10 6 6 6 6 6
４．管理運営
能力

施設の安定した管理運営

　【配点 ２５ 点】 施設の運営に必要な専門知識を持っているか 5 4 5 5 4 5
事業内容に適した人員及び備品・設備等の配置計画となって
いるか

5 3 5 4 3 4

候補者の経営状況（財務基盤）が安定しているか 5 3 4 3 2 3

個人情報の保護・管理に関する対策が十分か 5 4 5 4 3 3

当該施設または類似施設の適正な管理運営実績があるか 5 4 5 5 4 4
５．維持管理
能力

施設の適切な維持管理

　【配点 １５ 点】 災害、その他緊急時の危機管理体制が確立されているか 10 8 6 8 6 8
施設の維持管理の範囲が適性でその体制が明確にされ、安
全安心な施設管理ができるか

5 4 4 4 3 4

６．特殊性 施設の特殊性

　【配点 ２０ 点】 施設の特性を生かした管理・運営の方針になっている 10 8 10 10 6 8

市民や地域との連携を考慮している 10 8 10 10 8 10

総得点 120 90 102 101 75 93

75% 85% 84% 63% 78%

採点項目
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○宝塚市立温泉利用施設条例（抜粋） 

平成 16年 3月 29日 

条例第 2号 

  (指定管理者の指定) 

第 14条 市長は、指定管理者を指定しようとするときは、特別の事由があると認める場

合を除き、公募するものとする。 

2 指定管理者の指定を受けようとするものは、申請書に温泉利用施設の管理に係る業務

に関する事業計画書その他の規則で定める書類(以下「事業計画書等」という。)を添付

して市長に提出しなければならない。 

3 市長は、次に掲げる事項を基準として、前項の規定により指定の申請を行ったものを

総合的に審査し、温泉利用施設の管理を行わせるに最適な法人等を候補者として選定

し、指定管理者に指定するものとする。 

(1) 利用対象者の平等な利用を確保できるものであること。 

(2) 事業計画書等の内容が、温泉利用施設の効用を最大限に発揮するとともに、管理経

費の縮減が図られるものであること。 

(3) 温泉利用施設の管理を安定して行う能力を有していること。 

 


